
分析欄

１．経営の健全性・効率性について

【113.39】

 H28  H29 H26 H27

102.81 104.11 当該値 当該値 373.03 395.47

107.95 104.47 平均値 平均値 495.76 487.22

【104.36】

２．老朽化の状況について

 H28  H29 H26 H27
81.67 85.06 当該値 当該値 81.08 84.32
93.28 87.51 平均値 平均値 79.48 79.30

全体総括

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。
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「管路の更新投資の実施状況」「管路の経年化の状況」「施設全体の減価償却の状況」
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「累積欠損」「経常損益」

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

⑥給水原価（％） ⑦施設利用率（％） ⑧有収率（％）

当該値
平均値
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【165.71】 【60.41】 【89.93】
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「債務残高」「支払能力」
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グラフ凡例

 ■　 当該団体値（当該値）

 一    類似団体平均値(平均値)

【】  平成29年度全国平均

経営比較分析表（平成29年度決算）

事業名業種名業務名 類似団体区分

法適用 水道事業 末端給水事業

199.26

483.11

H25 H26 H27 H26 H25

④企業債残高対給水収益比率（％）
【0.85】 【274.27】【264.34】

①経常収支比率（％）

H25 H26 H27  H28  H29

②累積欠損金比率（％） ③流動比率（％）

H25

434.72

H27

203.10

416.1413.46
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12.44

0.00

16.40

当該値

平均値

料金回収率は低いものの、これ以上の水道料金の
値上げは理解が得られにくい状況にある。
また、人口減少に伴い経常収益の維持も難しい状
況にあるため、経常費用の見直し等、策定してい
る経営戦略を踏まえた改善を図る余地がある。

岡山県　奈義町

105.29 104.41 105.63

105.53 107.20 106.62

当該地

平均値 1,164.51

１．経営の健全性・効率性

⑤料金回収率（％）

82.75 82.01 83.62
90.64 93.66 92.76

・経常収支比率　料金回収率
減価償却や資産減耗費等の経常費用が下がったた
め増加したが、他会計補助に依る所が大きいた
め、経常費用を抑える等の経営努力を続けていく
必要がある。
・流動比率
流動負債が下がったため増加したが、収納率を上
げる等、安定的な経営持続に努める。
・企業債残高対給水収益比率　有収率　給水原価
今後も、財政規模に応じた施設・管路等の更新
や、適切な時期に漏水調査を行って有収率の維持
をする等、上水道の安定供給に努める。
・施設利用率
配水量の増加により上がったものの、自衛隊員の
大規模な異動に伴う、給水人口の減少は避けられ
ないため、今後の状況把握が必要となってくる。

・有形固定資産減価償却率
増加傾向にあるものの、施設の修繕や管路の布設
替え等、適切な修繕と更新を組み合わせて維持管
理していく必要がある。
・管路更新率
年次計画により、老朽化する管路を順次布設替え
を行っている。防衛の補助事業に依り実施してい
る所が大きく、年度比較すると更新率に差異が生
じている。
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資金不足比率(％）

-

自己資本構成比率（％）

74.80

普及率（％）

98.00

１か月20㎥当たり家庭料金(円）

4,310 5,778

69.52

給水区域面積（ｋ㎡）

31.00

88.00

給水人口密度（人/k㎡）

186.39

管理者の情報

非設置

人口(人） 面積（ｋ㎡） 人口密度（人/k㎡）
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